








































































































































の名を識る。寛永丙寅 季秋、二條城に行幸す。敷奏の取捨有れば、則ち永喜或いは側に焉を聞 。時に、勅して宋朝類苑一部及び綿数十純を賜ふ。己巳 夏 父の憂に丁
あた
り、暇を告げて
洛へ赴き、 忌畢りて帰る。臘晦 刑部卿法印 任ず。辛未の歳、営内弗予なり。近侍し 日久し 其の食禄を加ふ。明年の孟春闔国八音を遏密して三縁山に事有り 其 議を胥論す。 時 、 余永喜と亦た焉に預る。季冬、 江戸鬱攸す。永喜、 池魚 罹れ是に於て、改めて宅地を賜ひ、白銀一百鎰 領す。乙亥春、命有りて十九條の制法 群国に示す。其の討論脩飾、吾が兄弟をして得て聞くこ 有らしむ。丙子の 朝鮮来貢す 礼及び四簡、余と共に或いは之を考え或いは之 草す 永喜、幼き自り書を読む。 余 従ひて講磨す 道学 暇、 詩を作 文 属す嘗て、惺窩に見
まみ
へて術業益々進む。且、倭歌を弓冶の者に問ふ
て、以 秘縕を窺ふ。凡そ、倭唐の群書、渉猟せずといふこと無し。咨詢有る毎に補 こ 無しと為さず。是に於て 訃 聞く者、皆嘆惜す。於
あ
乎、哀しい哉。長子信貞、早く没す。次子














以降の永喜の主要な活動である。すなわち、慶長戊申（十三年）に駿府で始めて家康に拝謁したのち、江戸に赴いて幕府に出仕したこと。甲寅（慶長十九年）と乙卯（同二十年）の大坂の役に従軍したこと。元和二年四月 七に日薨去した家康の神号決定にあたり、台嶠の僧正（天海）と共に京へ赴いたこと。寛永丙寅（三年）の季秋の二條城に行幸にあたっては、その働きに対して宋朝類苑と綿数十純を賜った 己巳 （寛永六年） 夏 （六月十六日） に父 （林信時）が亡くなった際には、葬儀のた 京へ赴いたこと。同年十二月の晦に刑部卿法印に任ぜられたこと。辛未（寛永八年） は、体調を崩した秀忠に近侍して加増さ そし 寛永九年一 二十四日に秀忠が薨じた後には、三縁山（増上寺）での葬儀に参与 こと。また、同年十二月 江戸 火災では、永喜邸も焼かれ、改めて宅地 白銀を賜ったこと。乙亥（寛永十二年）の春に 十九條の制法（武家諸法度）の発布 参画 たこと。丙子（寛 十三年） 、冬に朝鮮通信使の応接 当たっ ことである。　
































て羅山・以心崇伝らとともに検討し（ 『本光国師日記』 ） 、同年九月十七日には、オランダ国王からの書簡について、酒井忠世・土井利勝・以心崇伝・羅山と協議することがあった（ 『徳川実紀』 ） 。　
その後も、寛永九年（一六三二）正月二十八日・三十日には、秀
忠の諡号につい 、天海・崇伝・羅山ら 相談 徳川実紀』 、 『本光国師日記』 ） 、寛永十一年五月には、やはり羅山とともに起草した法令や判物が幕府から日光山や増上寺に授けられることがあった。（年譜、徳川実紀） 。寛永十四年七月十四日には、羅山らとともに家光の治療について相談している（ 『徳川実紀』 ） 。　
また、大名や高級武士と 接点も確認することができる。興味深
い事例としては、寛永二年春に福岡藩黒田家の家臣栗山利章か 詩を寄せられたことが その詩に和した羅山の詩によってわかる（ 『林羅山詩集』四三） 。栗山利章（天正十九～承応元年）は、黒田如水の片腕として活躍した栗山利安の子で、一般には通称の栗山大膳の名で知られ、黒田騒動の中心人物である。　
また、同様に羅山が和した詩（ 『林羅山詩集』三九）から、島田






























また、 永喜の著作として、 各種の事典類は『三史鈔』 、 『樗墩雑記』 、

















































































ある。没後二十八年を経てもなお、永竹は永喜を慕っていた。このことは、永喜の学問や人柄を偲ばせるに十分な逸話ではないだろうか。さらに 三年後の寛文八年、鵞峰は再び永喜の遺墨に跋文を記している（ 「東舟先生遺墨跋」 ） 。
















































































なお、鵞峰は、この「東舟先生遺墨跋」についても、 『国史館 録』に「頃日 採拾東舟遺墨数牋及其病中倭歌而為一軸。装潢新成 今旦作之跋。 （頃日、東舟 遺墨数牋、及び其の病中 和歌を採拾て一軸と為す 装潢新たに成る。今旦、之が跋を作 ） （寛文八年七月二十九日条）と記している。
（付記）
本稿は平成二十三年度科学研究費補助金（基盤研究
C「林
鵞峰交遊圏の研究」課題番号
22520217 ）の成果である。
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